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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
硬化性樹脂と重合開始剤及び／又は熱硬化剤とを含有し、
硬化物のガラス転移温度が１２５℃以上であり、
硬化前の表示素子用シール剤の２５℃における比重をＧＡとし、表示素子用シール剤に１
００ｍＷ／ｃｍ２の紫外線を３０秒照射した後、１２０℃で１時間加熱して硬化させて得
られた硬化物について、１２１℃、１００％ＲＨ、２ａｔｍの環境下に４８時間曝す高温
高湿試験を行った後の該硬化物の２５℃における比重をＧＢとしたとき、下記式（Ａ）に
より算出される収縮率が５％以下であり、
前記硬化性樹脂は、部分メタクリル変性ビスフェノールＡ型エポキシ化合物を含み、
下記式（Ｉ）で表されるメタクリル比率が０．５以上であることを特徴とする表示素子用
シール剤。
　収縮率（％）＝（（ＧＢ－ＧＡ）／ＧＢ）×１００　（Ａ）
　メタクリル比率＝（ＷＭ／ＥＭ）／（ＷＡ／ＥＡ＋ＷＭ／ＥＭ）　（Ｉ）
式（Ｉ）中、ＥＡは、アクリロイル基を有する化合物のアクリロイル基当量（ｇ／ｍｏｌ
）であり、ＥＭは、メタクリロイル基を有する化合物のメタクリロイル基当量（ｇ／ｍｏ
ｌ）であり、ＷＡは、アクリロイル基を有する化合物の含有量（重量部）であり、ＷＭは
、メタクリロイル基を有する化合物の含有量（重量部）である。
【請求項２】
請求項１記載の表示素子用シール剤と導電性微粒子とを含有する上下導通材料。
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【請求項３】
請求項１記載の表示素子用シール剤の硬化物、又は、請求項２記載の上下導通材料の硬化
物を有する表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、高温高湿環境下における信頼性に優れる表示素子を得ることができる表示素子
用シール剤に関する。また、本発明は、該表示素子用シール剤を用いてなる上下導通材料
及び表示素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、薄型、軽量、低消費電力等の特徴を有する表示素子として、液晶表示素子や有機Ｅ
Ｌ表示素子等が広く利用されている。これらの表示素子では、通常、硬化性樹脂組成物を
用いてなるシール剤によって液晶や発光層等の封止が行われている。
例えば、液晶表示素子として、タクトタイム短縮、使用液晶量の最適化といった観点から
、特許文献１、特許文献２に開示されているような、光熱併用硬化型のシール剤を用いた
液晶表示素子が開示されている。
【０００３】
また、表示素子には高温高湿環境下での駆動等における高度な信頼性として、１２１℃、
１００％ＲＨ、２ａｔｍの条件におけるプレッシャークッカー試験（ＰＣＴ）に対応した
性能も要求されている。高度な信頼性を有する表示素子を得るためには、シール剤を耐湿
熱性に優れるものとする必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１３３７９４号公報
【特許文献２】国際公開第０２／０９２７１８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は、高温高湿環境下における信頼性に優れる表示素子を得ることができる表示素子
用シール剤を提供することを目的とする。また、本発明は、該表示素子用シール剤を用い
てなる上下導通材料及び表示素子を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明は、硬化性樹脂と重合開始剤及び／又は熱硬化剤とを含有し、硬化物のガラス転移
温度が１２５℃以上であり、硬化物を、１２１℃、１００％ＲＨ、２ａｔｍの環境下に４
８時間曝す高温高湿試験を行った後の硬化収縮率が５％以下である表示素子用シール剤で
ある。
以下に本発明を詳述する。
【０００７】
本発明者は、高温高湿環境下での駆動した際に表示不良を発生した表示素子について確認
したところ、表示素子に気泡の侵入があったことを確認した。そこで本発明者は、表示素
子用シール剤の硬化物のガラス転移温度を特定値以上となるようにし、かつ、１２１℃、
１００％ＲＨ、２ａｔｍの環境下に４８時間曝す高温高湿試験を行った後の硬化物の硬化
収縮率を特定値以下となるようにすることを検討した。その結果、気泡の侵入を抑制する
ことができ、高温高湿環境下における信頼性に優れる表示素子を得ることができる表示素
子用シール剤を得ることができることを見出し、本発明を完成させるに至った。
本発明の表示素子用シール剤における、高温高湿環境下における信頼性に優れる表示素子
を得ることができるという効果は、本発明の表示素子用シール剤を液晶表示素子用シール
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剤として用いる場合に特に顕著に発揮される。
【０００８】
本発明の表示素子用シール剤は、硬化物のガラス転移温度の下限が１２５℃である。上記
硬化物のガラス転移温度が１２５℃以上であり、かつ、後述する硬化収縮率が５％以下で
あることにより、得られる表示素子用シール剤が高温高湿環境下における気泡の侵入を抑
制する効果に優れるものとなる。上記硬化物のガラス転移温度の好ましい下限は１３０℃
、より好ましい下限は１３５℃である。
また、接着性の観点から、上記硬化物のガラス転移温度の好ましい上限は１６０℃である
。
なお、本明細書において上記「ガラス転移温度」は、動的粘弾性測定により得られる損失
正接（ｔａｎδ）の極大のうち、ミクロブラウン運動に起因する極大が現れる温度を意味
する。上記ガラス転移温度は、動的粘弾性測定装置等を用いた従来公知の方法により測定
することができる。
また、上記ガラス転移温度を測定する硬化物としては、シール剤にメタルハライドランプ
を用いて１００ｍＷ／ｃｍ２の紫外線（波長３６５ｎｍ）を３０秒照射した後、１２０℃
で１時間加熱して硬化させたものが用いられる。
【０００９】
本発明の表示素子用シール剤は、硬化物を、１２１℃、１００％ＲＨ、２ａｔｍの環境下
に４８時間曝す高温高湿試験を行った後の硬化収縮率の上限が５％である。上記硬化収縮
率が５％以下であり、かつ、上述した硬化物のガラス転移温度が１２５℃以上であること
により、得られる表示素子用シール剤が高温高湿環境下における気泡の侵入を抑制する効
果に優れるものとなる。上記硬化収縮率の好ましい上限は４．８％、より好ましい上限は
４．５％である。
また、上記硬化収縮率の好ましい下限は特にないが、実質的な下限は３％である。
なお、本明細書において上記「硬化収縮率」は、硬化前の表示素子用シール剤の２５℃に
おける比重をＧＡ、高温高湿試験後の硬化物の２５℃における比重をＧＢとしたとき、下
記式により算出される値である。
　硬化収縮率（％）＝（（ＧＢ－ＧＡ）／ＧＢ）×１００
また、上記高温高湿試験を行う硬化物としては、シール剤に１００ｍＷ／ｃｍ２の紫外線
を３０秒照射した後、１２０℃で１時間加熱して硬化させたものが用いられる。
【００１０】
本発明の表示素子用シール剤を用いることで気泡の侵入を抑制することができる理由とし
ては、以下のことが考えられる。
即ち、上記高温高湿環境下における硬化収縮により、硬化物に水分が浸入するパスが生じ
、該パスから浸入した水分が水蒸気となって気泡が発生すると考えられる。本発明の表示
素子用シール剤は、上記硬化物のガラス転移温度が１２５℃以上であることに加えて、上
記高温高湿試験を行った後の硬化収縮率が５％以下であることから、このようなパスの形
成が抑制されているものと推測される。
【００１１】
本発明の表示素子用シール剤において、上記硬化物のガラス転移温度及び上記硬化収縮率
をそれぞれ上述した範囲とする方法としては、表示素子用シール剤に含まれる各構成成分
の種類及びその含有割合を調整する方法が好適である。
上記硬化物のガラス転移温度を上述した範囲とする方法としては、例えば、ビスフェノー
ルＡ型骨格等の硬い骨格を有する硬化性樹脂を用いる、多官能の硬化性樹脂を用いて架橋
密度を上げる、後述するメタクリル比率を高くする等が考えられるが、これらの方法に限
定されるものではない。また、上記硬化収縮率を上述した範囲とする方法としては、例え
ば、硬化性樹脂の架橋密度を下げる、後述する硬化性樹脂中の（メタ）アクリロイル基と
エポキシ基との合計中における（メタ）アクリロイル基の含有割合を下げる等が考えられ
るが、これらの方法に限定されるものではない。
【００１２】
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本発明の表示素子用シール剤は、硬化性樹脂を含有する。
上記硬化性樹脂は、（メタ）アクリロイル基を有する化合物を含むことが好ましい。
上記（メタ）アクリロイル基を有する化合物を含むことにより、得られる表示素子用シー
ル剤を液晶表示素子用シール剤として用いる場合に低液晶汚染性に優れるものとなる。な
かでも、上記ガラス転移温度を上述した範囲とすることが容易となることから、上記硬化
性樹脂は、メタクリロイル基を有する化合物を含むことがより好ましい。
なお、本明細書において上記「（メタ）アクリロイル」は、アクリロイル又はメタクリロ
イルを意味する。
【００１３】
上記硬化性樹脂が上記メタクリロイル基を有する化合物を含む場合、下記式（Ｉ）で表さ
れるメタクリル比率が０．５以上であることが好ましい。上記メタクリル比率が０．５以
上であることにより、上記ガラス転移温度を上述した範囲とすることがより容易となる。
上記メタクリル比率は、０．６以上であることがより好ましい。
　メタクリル比率＝（ＷＭ／ＥＭ）／（ＷＡ／ＥＡ＋ＷＭ／ＥＭ）　（Ｉ）
式（Ｉ）中、ＥＡは、アクリロイル基を有する化合物のアクリロイル基当量（ｇ／ｍｏｌ
）であり、ＥＭは、メタクリロイル基を有する化合物のメタクリロイル基当量（ｇ／ｍｏ
ｌ）であり、ＷＡは、アクリロイル基を有する化合物の含有量（重量部）であり、ＷＭは
、メタクリロイル基を有する化合物の含有量（重量部）である。
なお、上記「アクリロイル基当量」は、アクリロイル基を有する化合物の重量（ｇ）を該
アクリロイル基を有する化合物中に含まれるアクリロイル基のモル数（ｍｏｌ）で除して
求められる値である。上記硬化性樹脂が複数の上記アクリロイル基を有する化合物（Ａ１
、Ａ２、・・・）を含む場合、上記式（Ｉ）中の「ＷＡ／ＥＡ」は、各アクリロイル基を
有する化合物について、アクリロイル基を有する化合物の含有量をアクリロイル基当量で
除して求められた値の合計（ＷＡ１／ＥＡ１＋ＷＡ２／ＥＡ２＋・・・）を意味する。上
記硬化性樹脂が上記アクリロイル基を有する化合物を含まない場合は、上記式（Ｉ）中の
「ＷＡ／ＥＡ」を０とする。
また、上記「メタクリロイル基当量」は、メタクリロイル基を有する化合物の重量（ｇ）
を該メタクリロイル基を有する化合物中に含まれるメタクリロイル基のモル数（ｍｏｌ）
で除して求められる値である。上記硬化性樹脂が複数の上記メタクリロイル基を有する化
合物（Ｍ１、Ｍ２、・・・）を含む場合、上記式（Ｉ）中の「ＷＭ／ＥＭ」は、各メタク
リロイル基を有する化合物について、メタクリロイル基を有する化合物の含有量をメタク
リロイル基当量で除して求められた値の合計（ＷＭ１／ＥＭ１＋ＷＭ２／ＥＭ２＋・・・
）を意味する。
【００１４】
上記（メタ）アクリロイル基を有する化合物としては、例えば、部分（メタ）アクリル変
性エポキシ化合物、エポキシ（メタ）アクリレート、（メタ）アクリル酸エステル化合物
、ウレタン（メタ）アクリレート等が挙げられる。なかでも、上記硬化物のガラス転移温
度及び上記硬化収縮率をそれぞれ上述した範囲とすることがより容易となることから、上
記硬化性樹脂は、部分メタクリル変性エポキシ化合物を含むことが好ましく、部分メタク
リル変性ビスフェノールＡ型エポキシ化合物を含むことがより好ましい。
なお、本明細書において、上記「（メタ）アクリル」とは、アクリル又はメタクリルを意
味する。また、上記「部分（メタ）アクリル変性エポキシ化合物」は、２つ以上のエポキ
シ基を有する化合物の一部分のエポキシ基を（メタ）アクリル酸と反応させることによっ
て得ることができる、１分子中にエポキシ基と（メタ）アクリロイル基とをそれぞれ１つ
以上有する化合物を意味する。更に、上記「（メタ）アクリレート」は、アクリレート又
はメタクリレートを意味し、上記「エポキシ（メタ）アクリレート」は、エポキシ化合物
中の全てのエポキシ基を（メタ）アクリル酸と反応させた化合物のことを表す。
【００１５】
上記部分（メタ）アクリル変性エポキシ化合物を合成するための原料となるエポキシ化合
物としては、例えば、ビスフェノールＡ型エポキシ化合物、ビスフェノールＦ型エポキシ
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化合物、ビスフェノールＳ型エポキシ化合物、２，２’－ジアリルビスフェノールＡ型エ
ポキシ化合物、水添ビスフェノール型エポキシ化合物、プロピレンオキシド付加ビスフェ
ノールＡ型エポキシ化合物、レゾルシノール型エポキシ化合物、ビフェニル型エポキシ化
合物、スルフィド型エポキシ化合物、ジフェニルエーテル型エポキシ化合物、ジシクロペ
ンタジエン型エポキシ化合物、ナフタレン型エポキシ化合物、フェノールノボラック型エ
ポキシ化合物、オルトクレゾールノボラック型エポキシ化合物、ジシクロペンタジエンノ
ボラック型エポキシ化合物、ビフェニルノボラック型エポキシ化合物、ナフタレンフェノ
ールノボラック型エポキシ化合物、グリシジルアミン型エポキシ化合物、アルキルポリオ
ール型エポキシ化合物、ゴム変性型エポキシ化合物、グリシジルエステル化合物等が挙げ
られる。
【００１６】
上記ビスフェノールＡ型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ｊ
ＥＲ８２８ＥＬ、ｊＥＲ１００４（いずれも三菱ケミカル社製）、ＥＰＩＣＬＯＮ　ＥＸ
Ａ－８５０ＣＲＰ（ＤＩＣ社製）等が挙げられる。
上記ビスフェノールＦ型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ｊ
ＥＲ８０６、ｊＥＲ４００４（いずれも三菱ケミカル社製）等が挙げられる。
上記ビスフェノールＳ型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、Ｅ
ＰＩＣＬＯＮ　ＥＸＡ１５１４（ＤＩＣ社製）等が挙げられる。
上記２，２’－ジアリルビスフェノールＡ型エポキシ化合物のうち市販されているものと
しては、例えば、ＲＥ－８１０ＮＭ（日本化薬社製）等が挙げられる。
上記水添ビスフェノール型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、
ＥＰＩＣＬＯＮ　ＥＸＡ７０１５（ＤＩＣ社製）等が挙げられる。
上記プロピレンオキシド付加ビスフェノールＡ型エポキシ化合物のうち市販されているも
のとしては、例えば、ＥＰ－４０００Ｓ（ＡＤＥＫＡ社製）等が挙げられる。
上記レゾルシノール型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ＥＸ
－２０１（ナガセケムテックス社製）等が挙げられる。
上記ビフェニル型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ｊＥＲ　
ＹＸ－４０００Ｈ（三菱ケミカル社製）等が挙げられる。
上記スルフィド型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ＹＳＬＶ
－５０ＴＥ（日鉄ケミカル＆マテリアル社製）等が挙げられる。
上記ジフェニルエーテル型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、
ＹＳＬＶ－８０ＤＥ（日鉄ケミカル＆マテリアル社製）等が挙げられる。
上記ジシクロペンタジエン型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば
、ＥＰ－４０８８Ｓ（ＡＤＥＫＡ社製）等が挙げられる。
上記ナフタレン型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ＥＰＩＣ
ＬＯＮ　ＨＰ４０３２、ＥＰＩＣＬＯＮ　ＥＸＡ－４７００（いずれもＤＩＣ社製）等が
挙げられる。
上記フェノールノボラック型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば
、ＥＰＩＣＬＯＮ　Ｎ－７７０（ＤＩＣ社製）等が挙げられる。
上記オルトクレゾールノボラック型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、
例えば、ＥＰＩＣＬＯＮ　Ｎ－６７０－ＥＸＰ－Ｓ（ＤＩＣ社製）等が挙げられる。
上記ジシクロペンタジエンノボラック型エポキシ化合物のうち市販されているものとして
は、例えば、ＥＰＩＣＬＯＮ　ＨＰ７２００（ＤＩＣ社製）等が挙げられる。
上記ビフェニルノボラック型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば
、ＮＣ－３０００Ｐ（日本化薬社製）等が挙げられる。
上記ナフタレンフェノールノボラック型エポキシ化合物のうち市販されているものとして
は、例えば、ＥＳＮ－１６５Ｓ（日鉄ケミカル＆マテリアル社製）等が挙げられる。
上記グリシジルアミン型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ｊ
ＥＲ６３０（三菱ケミカル社製）、ＥＰＩＣＬＯＮ　４３０（ＤＩＣ社製）、ＴＥＴＲＡ
Ｄ－Ｘ（三菱ガス化学社製）等が挙げられる。
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上記アルキルポリオール型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、
ＺＸ－１５４２（日鉄ケミカル＆マテリアル社製）、ＥＰＩＣＬＯＮ　７２６（ＤＩＣ社
製）、エポライト８０ＭＦＡ（共栄社化学社製）、デナコールＥＸ－６１１（ナガセケム
テックス社製）等が挙げられる。
上記ゴム変性型エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ＹＲ－４５
０、ＹＲ－２０７（いずれも日鉄ケミカル＆マテリアル社製）、エポリードＰＢ（ダイセ
ル社製）等が挙げられる。
上記グリシジルエステル化合物のうち市販されているものとしては、例えば、デナコール
ＥＸ－１４７（ナガセケムテックス社製）等が挙げられる。
上記エポキシ化合物のうちその他に市販されているものとしては、例えば、ＹＤＣ－１３
１２、ＹＳＬＶ－８０ＸＹ、ＹＳＬＶ－９０ＣＲ（いずれも日鉄ケミカル＆マテリアル社
製）、ＸＡＣ４１５１（旭化成社製）、ｊＥＲ１０３１、ｊＥＲ１０３２（いずれも三菱
ケミカル社製）、ＥＸＡ－７１２０（ＤＩＣ社製）、ＴＥＰＩＣ（日産化学社製）等が挙
げられる。
【００１７】
上記部分（メタ）アクリル変性エポキシ化合物のうち市販されているものとしては、例え
ば、ＵＶＡＣＵＲＥ１５６１、ＫＲＭ８２８７（いずれもダイセル・オルネクス社製）、
ＭＥＭ－５０００Ｈ（ネオケミカル社製）等が挙げられる。
【００１８】
上記エポキシ（メタ）アクリレートとしては、例えば、エポキシ化合物と（メタ）アクリ
ル酸とを、常法に従って塩基性触媒の存在下で反応することにより得られるもの等が挙げ
られる。
上記エポキシ（メタ）アクリレートを合成するための原料となるエポキシ化合物としては
、上記部分（メタ）アクリル変性エポキシ化合物を合成するための原料となるエポキシ化
合物と同様のものが挙げられる。
【００１９】
上記エポキシ（メタ）アクリレートのうち市販されているものとしては、例えば、ダイセ
ル・オルネクス社製のエポキシ（メタ）アクリレート、新中村化学工業社製のエポキシ（
メタ）アクリレート、共栄社化学社製のエポキシ（メタ）アクリレート、ナガセケムテッ
クス社製のエポキシ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
上記ダイセル・オルネクス社製のエポキシ（メタ）アクリレートとしては、例えば、ＥＢ
ＥＣＲＹＬ８６０、ＥＢＥＣＲＹＬ３２００、ＥＢＥＣＲＹＬ３２０１、ＥＢＥＣＲＹＬ
３４１２、ＥＢＥＣＲＹＬ３６００、ＥＢＥＣＲＹＬ３７００、ＥＢＥＣＲＹＬ３７０１
、ＥＢＥＣＲＹＬ３７０２、ＥＢＥＣＲＹＬ３７０３、ＥＢＥＣＲＹＬ３７０８、ＥＢＥ
ＣＲＹＬ３８００、ＥＢＥＣＲＹＬ６０４０、ＥＢＥＣＲＹＬ　ＲＤＸ６３１８２等が挙
げられる。
上記新中村化学工業社製のエポキシ（メタ）アクリレートとしては、例えば、ＥＡ－１０
１０、ＥＡ－１０２０、ＥＡ－５３２３、ＥＡ－５５２０、ＥＡ－ＣＨＤ、ＥＭＡ－１０
２０等が挙げられる。
上記共栄社化学社製のエポキシ（メタ）アクリレートとしては、例えば、エポキシエステ
ルＭ－６００Ａ、エポキシエステル４０ＥＭ、エポキシエステル７０ＰＡ、エポキシエス
テル２００ＰＡ、エポキシエステル８０ＭＦＡ、エポキシエステル３００２Ｍ、エポキシ
エステル３００２Ａ、エポキシエステル１６００Ａ、エポキシエステル３０００Ｍ、エポ
キシエステル３０００Ａ、エポキシエステル２００ＥＡ、エポキシエステル４００ＥＡ等
が挙げられる。
上記ナガセケムテックス社製のエポキシ（メタ）アクリレートとしては、例えば、デナコ
ールアクリレートＤＡ－１４１、デナコールアクリレートＤＡ－３１４、デナコールアク
リレートＤＡ－９１１等が挙げられる。
【００２０】
上記（メタ）アクリル酸エステル化合物のうち単官能のものとしては、例えば、メチル（
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メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、ｎ
－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）
アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリ
レート、イソオクチル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレート、イソデ
シル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、イソミリスチル（メタ）ア
クリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレ
ート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）ア
クリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アク
リレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、ビシクロペンテニル（メタ）アクリレー
ト、ベンジル（メタ）アクリレート、２－メトキシエチル（メタ）アクリレート、２－エ
トキシエチル（メタ）アクリレート、２－ブトキシエチル（メタ）アクリレート、２－フ
ェノキシエチル（メタ）アクリレート、メトキシエチレングリコール（メタ）アクリレー
ト、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリ
コール（メタ）アクリレート、フェノキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート
、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、エチルカルビトール（メタ）アクリレ
ート、２，２，２－トリフルオロエチル（メタ）アクリレート、２，２，３，３－テトラ
フルオロプロピル（メタ）アクリレート、１Ｈ，１Ｈ，５Ｈ－オクタフルオロペンチル（
メタ）アクリレート、イミド（メタ）アクリレート、ジメチルアミノエチル（メタ）アク
リレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、２－（メタ）アクリロイロキシ
エチルコハク酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルヘキサヒドロフタル酸、２－（メ
タ）アクリロイロキシエチル２－ヒドロキシプロピルフタレート、２－（メタ）アクリロ
イロキシエチルホスフェート、グリシジル（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００２１】
また、上記（メタ）アクリル酸エステル化合物のうち２官能のものとしては、例えば、１
，３－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アク
リレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオール
ジ（メタ）アクリレート、１，１０－デカンジオールジ（メタ）アクリレート、エチレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テ
トラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）ア
クリレート、２－ｎ－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオールジ（メタ）アクリ
レート、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ
（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチ
ルグリコールジ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド付加ビスフェノールＡジ（メタ
）アクリレート、プロピレンオキシド付加ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、エ
チレンオキシド付加ビスフェノールＦジ（メタ）アクリレート、ジメチロールジシクロペ
ンタジエニルジ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド変性イソシアヌル酸ジ（メタ）
アクリレート、２－ヒドロキシ－３－（メタ）アクリロイロキシプロピル（メタ）アクリ
レート、カーボネートジオールジ（メタ）アクリレート、ポリエーテルジオールジ（メタ
）アクリレート、ポリエステルジオールジ（メタ）アクリレート、ポリカプロラクトンジ
オールジ（メタ）アクリレート、ポリブタジエンジオールジ（メタ）アクリレート等が挙
げられる。
【００２２】
また、上記（メタ）アクリル酸エステル化合物のうち３官能以上のものとしては、例えば
、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド付加トリメチロ
ールプロパントリ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシド付加トリメチロールプロパ
ントリ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性トリメチロールプロパントリ（メタ）
アクリレート、エチレンオキシド付加イソシアヌル酸トリ（メタ）アクリレート、グリセ
リントリ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシド付加グリセリントリ（メタ）アクリ
レート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、トリス（メタ）アクリロイル
オキシエチルフォスフェート、ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、
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ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メ
タ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート等が挙げられる
。
【００２３】
上記ウレタン（メタ）アクリレートは、例えば、多官能イソシアネート化合物に対して水
酸基を有する（メタ）アクリル酸誘導体を、触媒量のスズ系化合物存在下で反応させるこ
とによって得ることができる。
【００２４】
上記多官能イソシアネート化合物としては、例えば、イソホロンジイソシアネート、２，
４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジ
イソシアネート、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、ジフェニルメタン－４，
４’－ジイソシアネート（ＭＤＩ）、水添ＭＤＩ、ポリメリックＭＤＩ、１，５－ナフタ
レンジイソシアネート、ノルボルナンジイソシアネート、トリジンジイソシアネート、キ
シリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、水添ＸＤＩ、リジンジイソシアネート、トリフェ
ニルメタントリイソシアネート、トリス（イソシアネートフェニル）チオフォスフェート
、テトラメチルキシリレンジイソシアネート、１，６，１１－ウンデカントリイソシアネ
ート等が挙げられる。
【００２５】
また、上記多官能イソシアネート化合物としては、ポリオールと過剰の多官能イソシアネ
ート化合物との反応により得られる鎖延長された多官能イソシアネート化合物も使用する
ことができる。
上記ポリオールとしては、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、グリセ
リン、ソルビトール、トリメチロールプロパン、カーボネートジオール、ポリエーテルジ
オール、ポリエステルジオール、ポリカプロラクトンジオール等が挙げられる。
【００２６】
上記水酸基を有する（メタ）アクリル酸誘導体としては、例えば、ヒドロキシアルキルモ
ノ（メタ）アクリレート、二価のアルコールのモノ（メタ）アクリレート、三価のアルコ
ールのモノ（メタ）アクリレート又はジ（メタ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリ
レート等が挙げられる。
上記ヒドロキシアルキルモノ（メタ）アクリレートとしては、例えば、２－ヒドロキシエ
チル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロ
キシブチル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート等が挙げ
られる。
上記二価のアルコールとしては、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、
１，３－プロパンジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、ポリエ
チレングリコール等が挙げられる。
上記三価のアルコールとしては、例えば、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパ
ン、グリセリン等が挙げられる。
上記エポキシ（メタ）アクリレートとしては、例えば、ビスフェノールＡ型エポキシアク
リレート等が挙げられる。
【００２７】
上記ウレタン（メタ）アクリレートのうち市販されているものとしては、例えば、東亞合
成社製のウレタン（メタ）アクリレート、ダイセル・オルネクス社製のウレタン（メタ）
アクリレート、根上工業社製のウレタン（メタ）アクリレート、新中村化学工業社製のウ
レタン（メタ）アクリレート、共栄社化学社製のウレタン（メタ）アクリレート等が挙げ
られる。
上記東亞合成社製のウレタン（メタ）アクリレートとしては、例えば、Ｍ－１１００、Ｍ
－１２００、Ｍ－１２１０、Ｍ－１６００等が挙げられる。
上記ダイセル・オルネクス社製のウレタン（メタ）アクリレートとしては、例えば、ＥＢ
ＥＣＲＹＬ２１０、ＥＢＥＣＲＹＬ２２０、ＥＢＥＣＲＹＬ２３０、ＥＢＥＣＲＹＬ２７
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０、ＥＢＥＣＲＹＬ１２９０、ＥＢＥＣＲＹＬ２２２０、ＥＢＥＣＲＹＬ４８２７、ＥＢ
ＥＣＲＹＬ４８４２、ＥＢＥＣＲＹＬ４８５８、ＥＢＥＣＲＹＬ５１２９、ＥＢＥＣＲＹ
Ｌ６７００、ＥＢＥＣＲＹＬ８４０２、ＥＢＥＣＲＹＬ８８０３、ＥＢＥＣＲＹＬ８８０
４、ＥＢＥＣＲＹＬ８８０７、ＥＢＥＣＲＹＬ９２６０等が挙げられる。
上記根上工業社製のウレタン（メタ）アクリレートとしては、例えば、アートレジンＵＮ
－３３０、アートレジンＳＨ－５００Ｂ、アートレジンＵＮ－１２００ＴＰＫ、アートレ
ジンＵＮ－１２５５、アートレジンＵＮ－３３２０ＨＢ、アートレジンＵＮ－７１００、
アートレジンＵＮ－９０００Ａ、アートレジンＵＮ－９０００Ｈ等が挙げられる。
上記新中村化学工業社製のウレタン（メタ）アクリレートとしては、例えば、Ｕ－２ＨＡ
、Ｕ－２ＰＨＡ、Ｕ－３ＨＡ、Ｕ－４ＨＡ、Ｕ－６Ｈ、Ｕ－６ＨＡ、Ｕ－６ＬＰＡ、Ｕ－
１０Ｈ、Ｕ－１５ＨＡ、Ｕ－１０８、Ｕ－１０８Ａ、Ｕ－１２２Ａ、Ｕ－１２２Ｐ、Ｕ－
３２４Ａ、Ｕ－３４０Ａ、Ｕ－３４０Ｐ、Ｕ－１０８４Ａ、Ｕ－２０６１ＢＡ、ＵＡ－３
４０Ｐ、ＵＡ－４０００、ＵＡ－４１００、ＵＡ－４２００、ＵＡ－４４００、ＵＡ－５
２０１Ｐ、ＵＡ－７１００、ＵＡ－７２００、ＵＡ－Ｗ２Ａ等が挙げられる。
上記共栄社化学社製のウレタン（メタ）アクリレートとしては、例えば、ＡＨ－６００、
ＡＩ－６００、ＡＴ－６００、ＵＡ－１０１Ｉ、ＵＡ－１０１Ｔ、ＵＡ－３０６Ｈ、ＵＡ
－３０６Ｉ、ＵＡ－３０６Ｔ等が挙げられる。
【００２８】
上記硬化性樹脂は、得られる素子用シール剤の接着性を向上させること等を目的として、
エポキシ化合物を含んでもよい。上記エポキシ化合物としては、例えば、上記部分（メタ
）アクリル変性エポキシ化合物を合成するための原料となるエポキシ化合物と同様のもの
が挙げられる。
【００２９】
上記硬化性樹脂が上記（メタ）アクリロイル基を有する化合物と上記エポキシ化合物とを
含む場合、上記硬化性樹脂中の（メタ）アクリロイル基とエポキシ基との合計中における
（メタ）アクリロイル基の含有割合を５０モル％以上９５モル％以下とすることが好まし
い。
【００３０】
本発明の表示素子用シール剤は、重合開始剤及び／又は熱硬化剤を含有する。
上記重合開始剤としては、例えば、ラジカル重合開始剤、カチオン重合開始剤等が挙げら
れる。
【００３１】
上記ラジカル重合開始剤としては、光照射によりラジカルを発生する光ラジカル重合開始
剤、加熱によりラジカルを発生する熱ラジカル重合開始剤等が挙げられる。
【００３２】
上記光ラジカル重合開始剤としては、例えば、ベンゾフェノン系化合物、アセトフェノン
系化合物、アシルフォスフィンオキサイド系化合物、チタノセン系化合物、オキシムエス
テル系化合物、ベンゾインエーテル系化合物、チオキサントン系化合物等が挙げられる。
上記光ラジカル重合開始剤としては、具体的には例えば、１－ヒドロキシシクロヘキシル
フェニルケトン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル
）－１－ブタノン、２－（ジメチルアミノ）－２－（（４－メチルフェニル）メチル）－
１－（４－（４－モルホリニル）フェニル）－１－ブタノン、２，２－ジメトキシ－１，
２－ジフェニルエタン－１－オン、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニル
ホスフィンオキサイド、２－メチル－１－（４－メチルチオフェニル）－２－モルフォリ
ノプロパン－１－オン、１－（４－（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニル）－２－ヒド
ロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン、１－（４－（フェニルチオ）フェニル）
－１，２－オクタンジオン２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）、２，４，６－トリメチルベ
ンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチ
ルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル等が挙げられる。
【００３３】
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上記熱ラジカル重合開始剤としては、例えば、アゾ化合物、有機過酸化物等で構成される
ものが挙げられる。なかでも、高分子アゾ化合物で構成される高分子アゾ開始剤が好まし
い。
なお、本明細書において高分子アゾ化合物とは、アゾ基を有し、熱によって（メタ）アク
リロイルオキシ基を硬化させることができるラジカルを生成する、数平均分子量が３００
以上の化合物を意味する。
【００３４】
上記高分子アゾ化合物の数平均分子量の好ましい下限は１０００、好ましい上限は３０万
である。上記高分子アゾ化合物の数平均分子量がこの範囲であることにより、硬化性樹脂
へ容易に混合することができ、得られる表示素子用シール剤を液晶表示素子に用いる場合
には液晶への悪影響を防止することができる。上記高分子アゾ化合物の数平均分子量のよ
り好ましい下限は５０００、より好ましい上限は１０万であり、更に好ましい下限は１万
、更に好ましい上限は９万である。
なお、本明細書において、上記数平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ
ー（ＧＰＣ）で溶媒としてテトラヒドロフランを用いて測定を行い、ポリスチレン換算に
より求められる値である。ＧＰＣによってポリスチレン換算による数平均分子量を測定す
る際のカラムとしては、例えば、Ｓｈｏｄｅｘ　ＬＦ－８０４（昭和電工社製）等が挙げ
られる。
【００３５】
上記高分子アゾ化合物としては、例えば、アゾ基を介してポリアルキレンオキサイドやポ
リジメチルシロキサン等のユニットが複数結合した構造を有するものが挙げられる。
上記アゾ基を介してポリアルキレンオキサイド等のユニットが複数結合した構造を有する
高分子アゾ化合物としては、ポリエチレンオキサイド構造を有するものが好ましい。
上記高分子アゾ化合物としては、具体的には例えば、４，４’－アゾビス（４－シアノペ
ンタン酸）とポリアルキレングリコールの重縮合物や、４，４’－アゾビス（４－シアノ
ペンタン酸）と末端アミノ基を有するポリジメチルシロキサンの重縮合物等が挙げられる
。
上記高分子アゾ化合物のうち市販されているものとしては、例えば、ＶＰＥ－０２０１、
ＶＰＥ－０４０１、ＶＰＥ－０６０１、ＶＰＳ－０５０１、ＶＰＳ－１００１（いずれも
富士フイルム和光純薬社製）等が挙げられる。
また、高分子ではないアゾ化合物として市販されているものとしては、例えば、Ｖ－６５
、Ｖ－５０１（いずれも富士フイルム和光純薬社製）等が挙げられる。
【００３６】
上記有機過酸化物としては、例えば、ケトンパーオキサイド、パーオキシケタール、ハイ
ドロパーオキサイド、ジアルキルパーオキサイド、パーオキシエステル、ジアシルパーオ
キサイド、パーオキシジカーボネート等が挙げられる。
【００３７】
上記カチオン重合開始剤としては、光カチオン重合開始剤を好適に用いることができる。
上記光カチオン重合開始剤は、光照射によりプロトン酸又はルイス酸を発生するものであ
れば特に限定されず、イオン性光酸発生タイプのものであってもよいし、非イオン性光酸
発生タイプであってもよい。
上記光カチオン重合開始剤としては、例えば、芳香族ジアゾニウム塩、芳香族ハロニウム
塩、芳香族スルホニウム塩等のオニウム塩類、鉄－アレン錯体、チタノセン錯体、アリー
ルシラノール－アルミニウム錯体等の有機金属錯体類等が挙げられる。
【００３８】
上記光カチオン重合開始剤のうち市販されているものとしては、例えば、アデカオプトマ
ーＳＰ－１５０、アデカオプトマーＳＰ－１７０（いずれもＡＤＥＫＡ社製）等が挙げら
れる。
【００３９】
上記重合開始剤は、単独で用いられてもよいし、２種以上が組み合わせて用いられてもよ
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い。
【００４０】
上記重合開始剤の含有量は、上記硬化性樹脂１００重量部に対して、好ましい下限が０．
１重量部、好ましい上限が３０重量部である。上記重合開始剤の含有量が０．１重量部以
上であることにより、得られる表示素子用シール剤が硬化性により優れるものとなる。上
記重合開始剤の含有量が３０重量部以下であることにより、得られる表示素子用シール剤
が保存安定性により優れるものとなる。上記重合開始剤の含有量のより好ましい下限は１
重量部、より好ましい上限は１０重量部であり、更に好ましい上限は５重量部である。
【００４１】
上記熱硬化剤としては、例えば、有機酸ヒドラジド、イミダゾール誘導体、アミン化合物
、多価フェノール系化合物、酸無水物等が挙げられる。なかでも、固形の有機酸ヒドラジ
ドが好適に用いられる。
上記熱硬化剤は、単独で用いられてもよいし、２種以上が組み合わせて用いられてもよい
。
【００４２】
上記固形の有機酸ヒドラジドとしては、例えば、１，３－ビス（ヒドラジノカルボエチル
）－５－イソプロピルヒダントイン、セバシン酸ジヒドラジド、イソフタル酸ジヒドラジ
ド、アジピン酸ジヒドラジド、マロン酸ジヒドラジド等が挙げられる。
上記有機酸ヒドラジドのうち市販されているものとしては、例えば、大塚化学社製の有機
酸ヒドラジド、日本ファインケム社製の有機酸ヒドラジド、味の素ファインテクノ社製の
有機酸ヒドラジド等が挙げられる。
上記大塚化学社製の有機酸ヒドラジドとしては、例えば、ＳＤＨ、ＡＤＨ等が挙げられる
。
上記日本ファインケム社製の有機酸ヒドラジドとしては、例えば、ＭＤＨ等が挙げられる
。
上記味の素ファインテクノ社製の有機酸ヒドラジドとしては、例えば、アミキュアＶＤＨ
、アミキュアＶＤＨ－Ｊ、アミキュアＵＤＨ等が挙げられる。
【００４３】
上記熱硬化剤の含有量は、上記硬化性樹脂１００重量部に対して、好ましい下限が１重量
部、好ましい上限が５０重量部である。上記熱硬化剤の含有量が１重量部以上であること
により、得られる表示素子用シール剤が熱硬化性により優れるものとなる。上記熱硬化剤
の含有量が５０重量部以下であることにより、得られる表示素子用シール剤が塗布性及び
保存安定性により優れるものとなる。上記熱硬化剤の含有量のより好ましい上限は３０重
量部である。
【００４４】
本発明の表示素子用シール剤は、粘度調整、応力分散効果による接着性の向上、線膨張率
の改善、硬化物の耐湿性の向上等を目的として充填剤を含有することが好ましい。
【００４５】
上記充填剤としては、無機充填剤や有機充填剤を用いることができる。
上記無機充填剤としては、例えば、シリカ、タルク、ガラスビーズ、石綿、石膏、珪藻土
、スメクタイト、ベントナイト、モンモリロナイト、セリサイト、活性白土、アルミナ、
酸化亜鉛、酸化鉄、酸化マグネシウム、酸化錫、酸化チタン、炭酸カルシウム、炭酸マグ
ネシウム、水酸化マグネシウム、水酸化アルミニウム、窒化アルミニウム、窒化珪素、硫
酸バリウム、珪酸カルシウム等が挙げられる。
上記有機充填剤としては、例えば、ポリエステル微粒子、ポリウレタン微粒子、ビニル重
合体微粒子、アクリル重合体微粒子等が挙げられる。
【００４６】
本発明の表示素子用シール剤１００重量部中における上記充填剤の含有量の好ましい下限
は１０重量部、好ましい上限は７０重量部である。上記充填剤の含有量がこの範囲である
ことにより、塗布性等の悪化を抑制しつつ、接着性の向上等の効果をより発揮することが
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できる。上記充填剤の含有量のより好ましい下限は２０重量部、より好ましい上限は６０
重量部である。
【００４７】
本発明の表示素子用シール剤は、シランカップリング剤を含有することが好ましい。上記
シランカップリング剤は、主にシール剤と基板等とを良好に接着するための接着助剤とし
ての役割を有する。
【００４８】
上記シランカップリング剤としては、例えば、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラ
ン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－イソシアネートプロピルトリメ
トキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等が好適に用いられる。こ
れらのシランカップリング剤は、基板等との接着性を向上させる効果に優れ、得られる表
示素子用シール剤を液晶表示素子に用いる場合には液晶中への硬化性樹脂の流出を抑制す
ることができる。
上記シランカップリング剤は、単独で用いられてもよいし、２種以上が組み合わせて用い
られてもよい。
【００４９】
本発明の表示素子用シール剤１００重量部中における上記シランカップリング剤の含有量
の好ましい下限は０．１重量部、好ましい上限は１０重量部である。上記シランカップリ
ング剤の含有量がこの範囲であることにより、得られる表示素子用シール剤が接着性によ
り優れるものとなり、得られる表示素子用シール剤を液晶表示素子に用いる場合には液晶
汚染の発生を抑制できるものとなる。上記シランカップリング剤の含有量のより好ましい
下限は０．３重量部、より好ましい上限は５重量部である。
【００５０】
本発明の表示素子用シール剤は、上記遮光剤を含有してもよい。上記遮光剤を含有するこ
とにより、本発明の表示素子用シール剤は、遮光シール剤として好適に用いることができ
る。
【００５１】
上記遮光剤としては、例えば、酸化鉄、チタンブラック、アニリンブラック、シアニンブ
ラック、フラーレン、カーボンブラック、樹脂被覆型カーボンブラック等が挙げられる。
なかでも、チタンブラックが好ましい。
上記遮光剤は、単独で用いられてもよいし、２種以上が組み合わせて用いられてもよい。
【００５２】
上記チタンブラックは、波長３００ｎｍ以上８００ｎｍ以下の光に対する平均透過率と比
較して、紫外線領域付近、特に波長３７０ｎｍ以上４５０ｎｍ以下の光に対する透過率が
高くなる物質である。即ち、上記チタンブラックは、可視光領域の波長の光を充分に遮蔽
することで本発明の表示素子用シール剤に遮光性を付与する一方、紫外線領域付近の波長
の光は透過させる性質を有する遮光剤である。本発明の表示素子用シール剤に含有される
遮光剤としては、絶縁性の高い物質が好ましく、絶縁性の高い遮光剤としてもチタンブラ
ックが好適である。
【００５３】
上記チタンブラックは、表面処理されていないものでも充分な効果を発揮するが、表面が
カップリング剤等の有機成分で処理されているものや、酸化ケイ素、酸化チタン、酸化ゲ
ルマニウム、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、酸化マグネシウム等の無機成分で被
覆されているもの等、表面処理されたチタンブラックを用いることもできる。なかでも、
有機成分で処理されているものは、より絶縁性を向上できる点で好ましい。
また、遮光剤として上記チタンブラックを含有する本発明の表示素子用シール剤を用いて
製造した表示素子は、充分な遮光性を有するため、光の漏れ出しがなく高いコントラスト
を有し、優れた画像表示品質を有する表示素子を実現することができる。
【００５４】
上記チタンブラックのうち市販されているものとしては、例えば、三菱マテリアル社製の
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チタンブラック、赤穂化成社製のチタンブラック等が挙げられる。
上記三菱マテリアル社製のチタンブラックとしては、例えば、１２Ｓ、１３Ｍ、１３Ｍ－
Ｃ、１３Ｒ－Ｎ、１４Ｍ－Ｃ等が挙げられる。
上記赤穂化成社製のチタンブラックとしては、例えば、ティラックＤ等が挙げられる。
【００５５】
上記チタンブラックの比表面積の好ましい下限は１３ｍ２／ｇ、好ましい上限は３０ｍ２

／ｇであり、より好ましい下限は１５ｍ２／ｇ、より好ましい上限は２５ｍ２／ｇである
。
また、上記チタンブラックの体積抵抗の好ましい下限は０．５Ω・ｃｍ、好ましい上限は
３Ω・ｃｍであり、より好ましい下限は１Ω・ｃｍ、より好ましい上限は２．５Ω・ｃｍ
である。
【００５６】
上記遮光剤の一次粒子径は、表示素子の基板間の距離以下であれば特に限定されないが、
好ましい下限は１ｎｍ、好ましい上限は５０００ｎｍである。上記遮光剤の一次粒子径が
この範囲であることにより、得られる表示素子用シール剤の描画性等を悪化させることな
く遮光性により優れるものとすることができる。上記遮光剤の一次粒子径のより好ましい
下限は５ｎｍ、より好ましい上限は２００ｎｍ、更に好ましい下限は１０ｎｍ、更に好ま
しい上限は１００ｎｍである。
なお、上記遮光剤の一次粒子径は、ＮＩＣＯＭＰ　３８０ＺＬＳ（ＰＡＲＴＩＣＬＥ　Ｓ
ＩＺＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭＳ社製）を用いて、上記遮光剤を溶媒（水、有機溶媒等）に分
散させて測定することができる。
【００５７】
本発明の表示素子用シール剤１００重量部中における上記遮光剤の含有量の好ましい下限
は５重量部、好ましい上限は８０重量部である。上記遮光剤の含有量がこの範囲であるこ
とにより、得られる表示素子用シール剤の接着性、硬化後の強度、及び、描画性の悪化を
抑制しつつ、遮光性を向上させる効果により優れるものとなる。上記遮光剤の含有量のよ
り好ましい下限は１０重量部、より好ましい上限は７０重量部であり、更に好ましい下限
は３０重量部、更に好ましい上限は６０重量部である。
【００５８】
本発明の表示素子用シール剤は、更に、必要に応じて、反応性希釈剤、スペーサー、硬化
促進剤、消泡剤、レベリング剤、重合禁止剤、その他のカップリング剤等の添加剤を含有
してもよい。
【００５９】
本発明の表示素子用シール剤を製造する方法としては、例えば、混合機を用いて、硬化性
樹脂と、重合開始剤及び／又は熱硬化剤と、必要に応じて添加するシランカップリング剤
等とを混合する方法等が挙げられる。
上記混合機としては、例えば、ホモディスパー、ホモミキサー、万能ミキサー、プラネタ
リーミキサー、ニーダー、３本ロール等が挙げられる。
【００６０】
本発明の表示素子用シール剤に導電性微粒子を配合することにより、上下導通材料を製造
することができる。このような本発明の表示素子用シール剤と導電性微粒子とを含有する
上下導通材料もまた、本発明の１つである。
【００６１】
上記導電性微粒子は特に限定されず、金属ボール、樹脂微粒子の表面に導電金属層を形成
したもの等を用いることができる。なかでも、樹脂微粒子の表面に導電金属層を形成した
ものは、樹脂微粒子の優れた弾性により、透明基板等を損傷することなく導電接続が可能
であることから好適である。
【００６２】
本発明の表示素子用シール剤の硬化物、又は、本発明の上下導通材料の硬化物を有する表
示素子もまた、本発明の１つである。本発明の表示素子としては、液晶表示素子が好適で
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ある。
本発明の表示素子用シール剤を用いて液晶表示素子を製造する方法としては、液晶滴下工
法が好適に用いられ、具体的には例えば、以下の各工程を有する方法等が挙げられる。
まず、ＩＴＯ薄膜等の電極を有する２枚の透明基板の一方に、本発明の表示素子用シール
剤をスクリーン印刷、ディスペンサー塗布等により塗布して枠状のシールパターンを形成
する工程を行う。次いで、液晶の微小滴をシールパターンの枠内全面に滴下塗布し、真空
下で他方の透明基板を重ね合わせる工程を行う。その後、シールパターン部分に紫外線等
の光を照射してシール剤を仮硬化させる工程、及び、仮硬化させたシール剤を加熱して本
硬化させる工程を行う方法により、液晶表示素子を得ることができる。
【発明の効果】
【００６３】
本発明によれば、高温高湿環境下における信頼性に優れる表示素子を得ることができる表
示素子用シール剤を提供することができる。また、本発明によれば、該表示素子用シール
剤を用いてなる上下導通材料及び表示素子を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００６４】
以下に実施例を掲げて本発明を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例のみに限定
されない。
【００６５】
（実施例１～５、比較例１～３）
表１に記載された配合比に従い、各材料を、遊星式撹拌機を用いて混合した後、更に３本
ロールを用いて混合することにより表示素子用シール剤を調製した。上記遊星式撹拌機と
しては、あわとり練太郎（シンキー社製）を用いた。
得られた各表示素子用シール剤について、メタルハライドランプを用いて１００ｍＷ／ｃ
ｍ２の紫外線（波長３６５ｎｍ）を３０秒照射した後、１２０℃で１時間加熱することに
より硬化物を得た。
得られた硬化物について、動的粘弾性測定装置を用いて、試験片幅５ｍｍ、厚み０．３５
ｍｍ、掴み幅２５ｍｍ、昇温速度１０℃／分、周波数５Ｈｚの条件で動的粘弾性を測定し
、損失正接（ｔａｎδ）の極大値の温度をガラス転移温度として求めた。上記動的粘弾性
測定装置としては、ＤＶＡ－２００（ＩＴ計測制御社製）を用いた。結果を表１に示した
。
また、得られた硬化物について、１２１℃、１００％ＲＨ、２ａｔｍの環境下に４８時間
曝す高温高湿試験を行った。硬化前の表示素子用シール剤の２５℃における比重、及び、
高温高湿試験後の硬化物の２５℃における比重を測定し、上述した式により硬化収縮率を
算出した。結果を表１に示した。
【００６６】
＜評価＞
実施例及び比較例で得られた各表示素子用シール剤について以下の評価を行った。結果を
表１に示した。
【００６７】
（高温高湿環境下における信頼性）
実施例及び比較例で得られた各表示素子用シール剤１００重量部にスペーサー粒子１重量
部を均一に分散させた。スペーサー粒子としては、ミクロパールＳＩ－Ｈ０５０（積水化
学工業社製）を用いた。スペーサー粒子を分散させたシール剤をディスペンス用のシリン
ジに充填し、脱泡処理を行ってから、ディスペンサーにて配向膜及びＩＴＯ薄膜付きの透
明基板上に長方形の枠を描く様に塗布した。シリンジとしてはＰＳＹ－１０Ｅ（武蔵エン
ジニアリング社製）を用い、ディスペンサーとしてはＳＨＯＴＭＡＳＴＥＲ３００（武蔵
エンジニアリング社製）を用いた。続いて液晶の微小滴をシール剤の枠内全面に滴下塗布
し、すぐに別の透明基板を貼り合わせた。液晶としては、ＪＣ－５００４ＬＡ（チッソ社
製）を用いた。透明基板を貼り合わせた直後、シール剤部分にメタルハライドランプを用
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いて１００ｍＷ／ｃｍ２の紫外線（波長３６５ｎｍ）を３０秒照射した後、１２０℃で１
時間加熱することにより、液晶表示素子を得た。実施例及び比較例で得られた各表示素子
用シール剤について、それぞれ２０個の液晶表示素子を作製した。
得られた液晶表示素子を４８時間、ＰＣＴ条件（１２１℃、１００％ＲＨ、２ａｔｍ）に
曝した。ＰＣＴ条件に曝した後の液晶表示素子について目視観察によって気泡の有無を確
認した。
２０個全ての液晶表示素子に気泡が確認されなかった場合を「◎」、１個以上３個以下の
液晶表示素子に気泡が確認された場合を「○」、４個以上８個以下の液晶表示素子に気泡
が確認された場合を「△」、９個以上の液晶表示素子に気泡が確認された場合を「×」と
して、高温高湿環境下における信頼性を評価した。
【００６８】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
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【００６９】
本発明によれば、高温高湿環境下における信頼性に優れる表示素子を得ることができる表
示素子用シール剤を提供することができる。また、本発明によれば、該表示素子用シール
剤を用いてなる上下導通材料及び表示素子を提供することができる。
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